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春季帯状高圧帯による好天について
、

来 海　　徹
＊

1．緒　　言

　春季日本付近では移動性高気圧の通過が多くなり，好

天気が週期的に訪れる．移動性高気圧のうちには，日本

付近で停滞するものがあり，このときには好天気が1～

2日続く．このほかに，日本中部に中心を持つ帯状高圧

帯が形成されることがある．この帯状高圧帯によって好

天気が持続し，4～5日におよぶときがある．春季に好

天気が最も長く続くのはこのときである．

　この帯状高圧帯が予報上重要であるのは，一旦帯状高

圧帯におおわれたときに，東進して来る気圧の谷によっ

て天気が崩れるか，崩れないかの予報が難しいことであ

って，通常の予報手段としての気圧の谷，高気圧の外挿

を用いたのでは失敗する．

　4～5日も好天気が続くこと，すなわち週期変化から

外れる天気現象を生ずるこの帯状高圧帯は，その期間が

長いことから’して，general　circulationに何らかの特徴

を持っているであろうし，またその特徴そのものが予報

上重要なものであろう．

　この種の帯状高圧帯の発生，機構，破壊およびgeneral

drculationとの関連について知るため，1955年4月下旬

の1例について解析を行った．

なると，南下停滞していた前線が新しく温暖前線とな
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2。帯状高圧帯の発生と持続

⑳

　cold　troug五は140。Eを4月13日に，次いで18日に通

過した。18日のtrough通過後日本付近ではpolal　front

が南下し，その後面より寒気が南下した．この寒気は顕

著なものであり，日本の中・北部に晩霜が起り，農作物

にかなりの被害をもたらした．polar　frontは日本南岸

に停滞したが，太平洋沿岸の一部を除き日本全般にわた

って好天気をもたら’した．すなわち4月19日から23日ま

で日本付近は帯状高圧帯におおわれた．第1図，第2図

に，帯状高圧帯におおわれ始めた19日，完全におおわれ

た21日・および天気が崩れる前の23日の地上天気図（03

－時）’と500mb天気図（00時）とを示す．・

　問題とする高圧帯は21122，23日には38。Nに中心を

おいて持続した．20日は太平洋沿岸の一部を除いて大部

分は好晴であり，21～23日は全般に好天である．24日に

　　　　　　第1図（a）
第1図　（a）地上天気図，4月19日03JST，（b〉4

　月21日03JST，（c）4月23日03JST．太線は5

mb毎の等圧線．斜線域は降雨域
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　　　　　　　第1図（c）
り，この前線を伴った低気圧が西日本に接近する．

500mb天気図でみると，18日のcold　troughの通過

後寒気は南下し，19日以後は日本付近に停滞し21日には

さらに南下している．このときtroughが地上高圧帯の

北側と南側とにあるが，これらのtroughによっては高

圧帯は破壊されない．23日になると寒気は東方に移動し・

一方大陸からwarm　ridgeが東進しており，気圧場お
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第2図　500mb天気図．点線1等温線，実線1
　等高度線・（a〉1955年4月19日00JST，（b）4月

　21日00JST，（c）4月23日00JST．
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　　　　　　　第2園（c）
よび温度場は変化している．24日には顕著なtroughが

接近する．

　以上から，この高圧帯の発生が寒気のout　breakと深，

い関連があり，寒気の停滞と高圧帯の継続とが一致して

いることが知れる．そし．て高圧帯の破壊の際には南下し

ていた寒気が東進qし，そのあとにwarm　ridge，さらに，

troughが東進することがわかる．

　このときの寒気の状態は高圧帯の中心付近の590（仙

台）の月平均値からの温度偏差のタイム・セクション（第

　　　　3図）から知れる．図中太実線FsはsubtroPical　front
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みはpolar　front・Sは沈降層を示し，これらは後述の

断面図解．析より求めたものである．すなわちpolar　fro－

nt南下後の寒気の高さは300～350mbにおよぶ顕著な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へものであり・温度アノマリー分布は下層で「一」，上層で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢b
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　　第3図1955年4月19日00JSTから24日00JST
　　　迄の期間における気温偏差と湿度の垂直断面

　　　図・実線1気温偏差，点線1湿度，F81sub・

　　tropical　front，　Fp；　polarlfront，S；　sub－

　　sidencelayer．

「＋」である．この分布は冬期の顕薯な鷺out　break（大

井その他，1952）の寒気のものと同様である．また寒気

内の湿度の小さいことと沈降層の発達とは強い沈降を伴

っていることを示している．

　日本付近の寒気のout　bτeakの際の立体構造について

はさきに毛利（1953）によって解析され，double　jet，I

subtropical　frontなどの存在が指摘されている．特に

冬期ではPolar　ietとsubtroPical　letとの併合，Polar

frontとsubtroPical　frontとの併合などが起る．

　この高圧帯の場合のletおよびpolar　frontの状況が

冬期のものと差異があるかどうか，またこれらと高圧帯

とどのような関連があるかをみるために断面図解析を行

った．

3
ち◎

　　　　　　　5．断面図解析

　1955年4月19日00時より24日12時までの毎12時間にっ

いて130。Eおよび140。Eにそっての解析を行った．贅

料はAerological　Data　of　Japan，Apri11955を使用し

た．そのうちの一っ，140。Eにそった4月21日00時の

ものを示す．観測所の分布は第4図の如くであって，そ

れぞれ200mb等高線にそって140。Eに投影してある．

第5図は風と温度場を，第6図は温位と湿度場とを示

している．第7図はこの時の各観測所における垂直分布

を示す．
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第4図断面図作成に用いられた地
　　　　点とその番号

lb

14．

12，

b

2・10

0

x ～
、
＼
　
　
　
　 ＼

、
＼　ア畷

so

づ踵’、、．

＼1
噛卜隔・　．

、、㍉、

　　■。㌔、

・愚、鎌 ’、．．＼　　　　　聾欄

　　、、、　、
　　　　　響隔o“”．響．

、

？。甲、略り．

1

臨画
　1

賭一 　　●●隼・鱒噴9り9
　　　、一』、，恥・・。．．＿　　　　　～’朝隔一一…婚一哨60
　●鴨魯

’　、　一・P・鱒　，
輔。殉髄川・”．．。

　　。鱒’り”川　Q　．

　　　　7　唖

嫌、、

2◎懲

礁．、ヤ帆鍋哨灘｝臼｝ 　　　嘔。，り9”・曾隔・　　．，”
■’o”鴨川◎．、。

…翼o

鋤
蓉9－09”明イ り一●”　6””・…・…一・魯・　．．＿一

漁』窯瑞嘲

冊
…

　魅’／
＿’瓢一馨

●｝嚇

ンノ9

＿．9＿．．ロ監

’…藻

ぐ’

録
曽
．
．9一．．－．｝

　999一’”●一’”’”
．．一一。ノO

r　　　　　　　…髄0’”

姫
＿ ．　。・D。一り　、

一怨 篇£腿幽一
　　　臨

一一τ：：二iガ＿＿

　　　一．討〆

23噺

・一10

　59　　　　・　　　　隔 ．，■甲go．昌問ヨニ〉・ 　　一．響　9　－r一。9一コ“

ー一プ4’”

　一10“瓢／州
92“…　。 　一，’　●〇一9一，

一　　　　、／
！
』

9．甲・一’一。。”『

　鰻蕪≡
重…至蔚旦5

・lo’・

”輔鴨㌔：勘【唾

”髄甲・●●・，9．D昌

／り　9－

o一甲．響o一．弐
．
…“

　一，，ooo－一
〇一．

蒲7

0
一＝ll：：二1＝一甲騨　．9”．曜。。．9。・甲

嚇｝。●o・，■，o，。9響

ノ
．

一，・i二 ．蒙饗薫1；1堂
∠m 五1ウ ζRつ　『qa 憲 撤

80

lGO

150

困6

　　　4m　　　　　4』2　　　　　582　59a　　　6昏5　　　了了8　　　　　　　　　　　　　　　　　　115

　　一評へ　　40。　　．3・　　　30・　　　259

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　ζo駐K緊

　　第5図　140。E線に浴う垂直断面図，1955年
　　4月21日00JST・実線1等風速線，点線；等温線．

　19日から21日までの経過からみるとfrontと；考えられ

る安定層は582（秋田）で550～590mbにあり，590

（仙台）からほぼ水平になり778（潮岬）から傾斜が再

ぴ急になっている．このfrontはoutbreak以来次第

に薄くまた不明瞭になって来た．frontの500mbにお

ける温位は約300。：Kでpolar　frontとみなせる．この

温位は日本付近の冬期および晩秋のもの（毛利，1953お
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　また・subtroP∫cal　frontと　polar　frontとの中間の

646（館野）・778（潮岬）に温位305～315。：Kの安

定層がある．この安定層はout　breakから時間がたっ

て，polar　frontの傾斜がゆるく，厚さが薄くそして不

明瞭になったときに発生した．この安定層は次第に明瞭

になるが・polar　frontはますます薄くまた不明瞭にな

り遂には消失し，その代りに安定層に温度傾度が集中し，

風の分布もこれに対応するようになり，polar　front4の

特徴を持つようになる．

　これらの変化を646（館野）の温位およびfrontを示

したタイム・イソプレット（第8図）からみると，sub。
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第7図　第4，5図に示した各点における気温

　の垂直分布図4月21日00JST

よび1956）．とほぼ一致している．polar　tropopauseはそ

の南端が40L（稚内）の300mbにあり，その温位は

310。K　である．この温位は冬期のものとほぼ同じであ

る・582（秋田），590（仙台）には他のtropopause（温

位，325。：K）がある．これはout　break以来連続して

存在’しており，Polar－front　tropopause（Palm6n，1951）

とみなせる．このpolar－fronttropopauseはさらに南に

のびて778（潮岬）まで明瞭であるが，646（館野）以

南ではtropopauseとは云えず，むしろsubtropical　front

（毛利，1953）であって，out　break以後次第に低下し

また厚くなって来る』
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　　第8図　　館野における前線面及び温位の時間

　　変化
tropical　frontは26日oo時にはその厚さが36mbにすぎ

ないが，最も高度が低くなった21日12時には230mbの

厚さになる．またpolarfηontは20日，21日には600～

750mbにあるが次第に不明瞭になり，22日00時には下

層では消失する。そし．て20日，21日に温位3100：K付近

にある安定層とほぼ同じ温位のところにpolar　fτontが

移り，風のシャーの大きいところも同’じく移動している・

　高圧帯が崩れる24日にはこの温位，310～3200：Kの

polar　frontは温暖前線となって北上する。このような

subtropical　front，polar　frontおよび安定層の変化は毛

利（1953）の解析した・冬期の寒気の場合にも起っている．

　湿度分布（第6図）からみた沈降の状況はその中心が

2っあづて，polar　frontと安定層との間およびpolar
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alr内とにある．polar　air内には280QKの沈降層があ

り，好天期間中は続いて存在する．高圧帯が崩れる段階

になるとこの層に温度傾度が次第に集中し，温暖前線と

なり次第に北上する．

　一方jet　stream（第5図）についてみると，polarfront

が500mbを切る緯度の上空でPolar　jetの存在が予期

されるところに風速約50m／sのjetがあると考えられ

る。このpolarjetはsubtropicalletに比qして弱く，

前述した如くpolarfrontが不明瞭になるにつれて弱ま

ったものである．12時闇前の20日12時には582（秋田）

の上空300mb，温位315。：Kのところにあり，中心風速

は55m／sである．

　subtropical　letと考えられるものは12時間前の20日12

時には646（館野）上空225mbにあり，温位は355。K，

中心風速は70m／sであるが，第5図では北方に移ってい

る．12時間後の21日12時にはさらに北方に移って582

（秋田）上空の210mbにあり，温位は3600：K，中心風速

は60m／sとなる．しかし前述のごとくpolar　frontが消

失し．て安定層の位置に移った22日00時になると646（館

野）の上空に南下する．

　冬季には寒気のout　breakのとき　Polar　frontと

subtroPical　frontとは併合し，これとともにPolar　let

はsubtropical　jetに併合されるがこの解析の場合には

subtroPical　frontは冬季ほどその高度が低下せずPolar

frontと併合しないiしたがって，・Polar　letはsub・

tropical　jetに併合されないが，polar　frontが不明瞭に
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　700mb面における等高度線と　850－500mb
　のthickness．　（a）1955年4月19日0σ1JST，

　（b）4月21日00JST，　（c）9月23日0σJST
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なるとともにpolar　letも不明瞭になる．

　　　　　　　4．寒気の禰給

春季帯状高圧帯による好天について

　高圧帯の発生と持続とに関連の深いところの寒気の補

給はどのような機構で行われているであろうか．

　500～850mbのthicknessと700mbの等高度線とか

ら移流（第9図）の状況をみると，寒気のout　breakに伴

って南下した寒気の中心は19日00時には（140QE，50。N）

にあって，低温域はこれより北西にのびており日本付近

、
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　　　　　　第10図（a〉

第10図5日平均の500mb等高度線，（200ft
　間隔）
　（a）　4月14日一18日．，　（b）19日一23日，

　（c〉24日一28日。

は寒気移流の場である．この低温域は21日00時にも同様

に存在しており引続き寒気の移流が期待される．このと

きの寒気の巾心はその北西に別のものが薦る．23日00時

になると寒気移流の揚は東に移り日本付近は暖気移流の

場に変る．

　以上は高圧帯の持続中寒気は移流により補給されてい

ることを示しているが，何故このように寒気の移流のみ

が持続して天気悪化のもとになる暖気の移流が存在qしな

かったであろうか．この点については，寒気が持続した

期間からおし，てgeneral　circula†ionに特徴があるので

はないかと考えられる．

5．　General　Circulation

　気…象庁発行の北半球500mb天気図（00時）から好天

期間5日間と，その前後5日間ずつの5日平均図を作っ

た（第10図）．

　好天気の前5日間（a）では極からの寒気はヨーロッ

パ中部および180。E付近に南下している．アジヤ東部

は広範囲に寒気が南下してレ強いゾーナルな流れが40～

500Nにある．中央アジヤ付近にはcut　o鉦10wがある。

憲，

　　∠

／ 　，緊．＞
、　　　＼　’
　　辱

6ま

！

ノ

＼

㊥

　　o幽　　＼
　　　＼　魯

もヤ

略

＼
、o乙

　　　　ゆ「

90難
終．∠／

（

霧

r

〆

／

第10図　（b）

鴫

q4￥
誕砂

も

魯

砦

9

勧

、

多
　⑤暑

鋤

・　　噴

　　　　　　　　第10図（c）

好天期間（b）になると，極からの寒気は1800Eを中心と

してさらに南下して，40～50。Nにあったゾーナルな流れ

の最も強い区域を30～40。Nに南下させる．前の5日間

からの最も著しい変化は中央アジヤ付近のcut　o登10w

の消滅である．cutofflowの消滅したあとは大きなridge

の場となっている．このridge東部の高気圧性の流れは

寒気の南下を助長したようであって，§4でのべた北西か

らの寒気の補給はこの機構によるものであろう．好天気
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に続く5日間（c）になると寒気の中心は1800Eより東

に移動し・極の寒気は2っに分離する．日本付近の高度

40　50　　　η0　　　ヨ　　　　“’　120　閑　 陶　　　　　　5‘、B巨
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　　　　　　　　　　　　イ
盛4
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』瀞鐡魏懲謡懲璽
第11図　東径40－170度に至る区間の4月13
　－18日にわたる500mbイソプレツト実線1
　200ft間隔の等高度線，点線1気温（5。C）

は上昇しゾーナルな流れの強い部分も東に移動する．

　cuto登10wの消滅とridgeおよびtroughの状況を

詳しく知るために50。Nにそった40。E～170。Eの500mb

の高度および温度のコンティニュイティチャート（第11

図）を作った．70。E付近のcut　o鉦10wは17日までは

明瞭であるが，その後は不明瞭となる。out　off　lowの

東方95◎Eにはwarm　ridgeがあり，20日までは位置

を変えないが・cut　omowを含むtroughの東進につ

れて20日以後は東に移動する．第2図（c）のアジヤ大陸

東部のridgeはこれに相当する．またcuto登10wの消

滅後50～70。Eにはrldgeが発達しその東部をtrough

が寒気を伴って東進し，140。Eを24日に通過し，このこ

ろ日本付近の天気は崩れる．

　今130。Eにそって500mbの高度を緯度5度おきに

読み，その差から地衡風を計算すると第12図の如くであ

る．すなわち寒気のout　breakに伴って高緯度のE／1y
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第12図　140。E線にそう500mb面上の地衡
風速のイソプレット（10m／s間隔）

の南側をrelative　maximumが南下し，中緯度にある

relative　maximumと併合する．このころから好天期間

に入る・好天期間の末期になるとこのrelative　maximum

は北．上する．一方アジヤ大陸におけるwarm　ridgeの東

進はシベリヤ東部において第9図（c）でみる如く，中緯

度から高緯度への暖気の移流を生じ，高緯度に別のrela－

tive　maximumを生ずる．

　好天気が崩れるのはこれら2っのτelativemaximum

が南下する時期に相当している．

　筆老はこの論文を読まれ，有益な示唆と指導を与えら

れた気象庁予報部の毛利圭太郎氏に深く感謝する．
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